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連
載
・
イ
ベ
ン
ト
・
話
題
の
技
術

軽
井
沢
で
の
シ
ャ
ン
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ン
と
平
和
の
座
談
会

―
―
車
座
で
語
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和
の
継
続

佐
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Something
NEWS

▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第⑱回

▼
軽
井
沢
と
の
関
わ
り

軽
井
沢
も
10
月
の
こ
の
時

期
に
な
る
と
閑
散
と
な
る
。

軽
井
沢
駅
か
ら
、
し
な
の
鉄

道
で
一
駅
の
と
こ
ろ
に
中
軽

井
沢
駅
が
あ
る
。
４
年
前
の

２
０
１
３
年
４
月
に
駅
舎
と

隣
接
し
た
図
書
館
が
改
築
さ

れ
、
「
く
つ
か
け
テ
ラ
ス
」

と
い
う
地
域
交
流
施
設
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。
こ
の
名

は
、
こ
の
地
が
そ
の
昔
に
中

山
道
の
「
沓
掛
宿
」
で
あ
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
。

駅
舎
と
図
書
館
を
つ
な
ぐ

地
階
部
分
に
は
、
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う
創

業
支
援
施
設
が
設
置
さ
れ

た
。
じ
つ
は
筆
者
は
、
そ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
出

▼
ム
ン
ロ
王
子
が
登
場

昨
年
、
知
り
合
っ
た
ム
ン

ロ
王
子
が
、
９
月
20
日
に
、

く
つ
か
け
テ
ラ
ス
の
多
目
的

室
を
予
約
し
た
と
い
う
の

で
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

協
力
し
た
。
ム
ン
ロ
王
子

は
、
東
大
法
学
部
を
卒
業
し

た
の
ち
Ｉ
Ｔ
企
業
を
経
営
す

る
傍
ら
趣
味
で
始
め
た
タ
ロ

ッ
ト
占
い
で
７
年
間
に
８
０

０
０
人
を
占
い
、
そ
の
中
で

人
生
の
機
微
を
学
び
、
ま
た

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
歌
う
多
才
で

異
才
な
人
物
で
あ
る
。

そ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
軽

井
沢
に
恋
し
た
ム
ン
ロ
王
子

の
シ
ャ
ン
ソ
ン
と
平
和
の
座

談
会
」
と
題
し
て
行
わ
れ

た
。
昨
今
の
北
朝
鮮
の
連
発

す
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
対
す

る
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
反

応
、
わ
が
国
の
追
従
状
況
な

ど
、「
平
和
」
へ
の
危
惧
が

背
景
に
あ
る
。
そ
の
た
め
筆

者
が
、
こ
の
座
談
会
の
登
壇

者
と
し
て
推
薦
し
た
の
が
脚

本
家
・
演
出
家
・
縄
文
研
究

家
の
石
飛
仁
氏
で
あ
る
。
石

飛
氏
は
、
戦
中
や
戦
後
に
お

け
る
平
和
と
は
真
逆
の
出
来

事
を
、
調
査
研
究
、
記
録
著

述
、
さ
ら
に
展
示
、
演
劇
と

し
て
市
民
に
伝
え
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

▼
ム
ン
ロ
王
子
の

「
シ
ャ
ン
ソ
ン
と
平
和
」

ム
ン
ロ
王
子
は
、
１
メ
ー

ト
ル
90
㌢
㍍
は
あ
る
長
身

で
、
女
顔
に
お
化
粧
し
、
和

服
を
着
流
し
て
い
る
風
体
は

か
な
り
怪
し
い
。
し
か
し
、

さ
す
が
に
売
り
に
し
て
い
る

東
大
卒
、
占
い
師
な
ら
で
は

号
が
発
行
さ
れ
た
と
き
に

は
、
す
で
に
そ
れ
は
終
了
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
大
賀

ホ
ー
ル
で
も
観
客
を
魅
了
す

る
は
ず
だ
。

▼
石
飛
の
ト
ー
ク
＆

筆
者
ら
の
「
平
和
」

続
い
て
石
飛
氏
は
、
自
身

の
劇
団
で
の
経
験
、
と
も
に

活
動
し
た
蜷
川
幸
雄
、
蟹
江

敬
三
、
真
山
知
子
の
各
氏
ら

と
の
劇
団
青
俳
時
代
の
経
験

を
述
べ
、
人
び
と
の
「
群

衆
」
と
し
て
の
意
識
や
行
動

に
つ
い
て
語
っ
た
。
と
り
わ

け
、
演
劇
人
の
平
和
や
動
乱

を
演
じ
る
た
め
の
、
所
作
や

空
気
観
に
つ
い
て
述
べ
た
。

そ
の
石
飛
氏
の
ト
ー
ク
は
、

さ
す
が
に
描
写
的
で
引
き
込

ま
れ
る
。
い
ま
、
石
飛
氏

は
、
戦
後
動
乱
期
に
お
け

る
東
京
都
墨
田
区
に
あ
っ

た
バ
タ
ヤ
の
地
区
「
蟻
の

町
」
に
お
け
る
マ
リ
ア
と

し
て
呼
ば
れ
た
北
原
怜
子

（
さ
と
こ
）
と
ゼ
ノ
修
道
士

の
存
在
と
影
響
の
脚
本
、

著
作
の
再
構
築
を
行
っ
て

い
る
が
、
平
和
の
再
確
認
の

仕
事
で
あ
る
。

最
後
に
、
筆
者
の
司
会
に

よ
る
参
加
者
全
員
で
の
座
談

会
を
車
座
に
な
っ
て
行
っ

た
。
筆
者
は
、「
平
和
」
と

「
和
平
」
の
相
違
に
つ
い

て
、
二
人
が
共
通
し
て
挙
げ

た
「
群
衆
」
の
市
民
性
に
つ

い
て
コ
メ
ン
ト
し
た
。
ほ
と

ん
ど
が
女
性
の
参
加
者
か
ら

は
、
母
性
や
日
常
か
ら
の
平

和
の
危
機
に
つ
い
て
、
全
員

が
篤
く
語
っ
た
。
こ
れ
は
軽

井
沢
の
民
度
に
よ
る
も
の
か

と
も
思
っ
た
が
、
そ
れ
ば
か

り
で
な
く
現
時
の
状
況
で
の

「
平
和
」
へ
の
危
惧
か
ら
発

し
た
市
民
の
生
の
言
葉
で
あ

っ
た
。

▼
継
続
し
た
い
市
民
が
語
る

車
座
の
座
談
会

以
上
、
ム
ン
ロ
王
子
が
仕

掛
け
た
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
と
平

和
の
座
談
会
」
は
、
軽
井
沢

在
住
の
支
援
者
の
力
を
借
り

て
、
多
角
的
に
行
わ
れ
た
。

＝
写
真
２

短
時
間
で
少
人
数
の
会
で

あ
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
こ
う

し
た
車
座
の
座
談
会
を
今
後

も
軽
井
沢
か
ら
発
信
し
た
い

も
の
で
あ
る
と
全
員
が
感
じ

た
、
は
じ
め
て
の
取
り
組
み

で
あ
っ
た
。

「
好
き
は
唯
の
一
瞬
に
過

ぎ
な
い
が
、
愛
が
あ
れ
ば
平

和
も
残
す
こ
と
が
出
来
る
。

（
筆
者
）」

の
本
質
を
見
抜
い
た
悪
気
の

な
い
知
的
な
ト
ー
ク
は
饒
舌

で
人
気
で
あ
る
。
が
、「
シ

ャ
ン
ソ
ン
と
平
和
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
ど
の
よ
う
に
答
え

る
か
、
見
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
ム
ン
ロ
王
子
は
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
日
本
へ
の
導

入
は
戦
後
の
歴
史
と
関
係
が

あ
る
と
的
確
に
紐
解
き
、
か

つ
４
、
５
曲
の
シ
ャ
ン
ソ
ン

を
歌
い
語
っ
た
。
敗
戦
で
英

語
を
よ
し
と
し
な
い
状
況

が
、
非
英
語
の
フ
ラ
ン
ス
語

に
目
線
や
耳
線
が
向
い
た
の

で
あ
る
と
い
う
。

そ
の
例
と
し
て
、
エ
デ
ィ

ッ
ト
・
ピ
ア
フ
（
１
９
１
５

年
～
１
９
６
３
年
）
を
挙
げ

た
。
中
で
も
『
群
衆
』
を
取

り
上
げ
、
歌
っ
た
。
も
っ
と

も
著
名
な
シ
ャ
ン
ソ
ン
で
祭

り
の
踊
り
で
の
市
民
の
出
会

い
を
歌
っ
て
い
る
と
い
う
。

一
時
の
喜
び
や
平
和
を
暗
示

さ
せ
た
。
ま
た
、
こ
れ
も
有

名
な
シ
ャ
ン
ソ
ン
で
あ
る

が
、
イ
タ
リ
ア
人
の
サ
ル
ヴ

ァ
ト
ー
ル
・
ア
ダ
モ
（
１
９

４
３
年
～
）
の
フ
ラ
ン
ス
語

の
『
雪
が
降
る
』
を
解
説
し

た
。
そ
し
て
ム
ン
ロ
自
身
が

歌
詞
を
訳
し
た
シ
ャ
ン
ソ
ン

と
し
て
『
愛
の
賛
歌
』
を
歌

っ
た
。

ム
ン
ロ
王
子
は
、
軽
井
沢

の
大
賀
ホ
ー
ル
で
初
め
て
の

ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
を
10
月
１

日
に
行
う
。
こ
の
コ
ラ
ム
の

◆第7回農業ワールド（第4回[国際]次世
代 農 業EXPO ／ 第7回[国 際]農 業 資 材
EXPO ／第2回[国際]6次産業化EXPO）
会 期：2017年10月11日（水 ）～ 13日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00
（最終日は17：00）▷会場：幕張メッ
セ（千葉市美浜区中瀬2-1）▷入場料：
無料＜事前登録制＊招待券（無料）が
ない場合、入場料\5,000 ／人＞▷
主催：リード エグジビション ジャ
パン株式会社/問合せ先：＜出展に
関する問合＞03-3349-8511 ／＜来
場に関する問合＞03-5302-3142（リ
ードジャパン内）

◆エコテクノ2017 ～地球環境ソリュー
ション展／エネルギー先端技術展～
会 期：2017年10月11日（水 ）～ 13日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
▷会場：西日本総合展示場　新館（福
岡県北九州市小倉北区浅野3-8-1）▷
入場料：無料（入場登録制）▷主催：
福岡県／北九州市／経済産業省九州
経済産業局／公益財団法人北九州観
光コンベンション協会/問合せ先：
主催事務局093-511-6800（北九州観

光コンベンション協会内）
◆ 危 機 管 理 産 業 展（RISCON TOKYO）

2017
会 期：2017年10月11日（水 ）～ 13日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
▷会場：東京ビッグサイト 西ホー
ル／会議棟（東京都江東区有明3-11-
1）▷入場登録料：\2,000（税込）＊招
待券持参者・展示会公式WEBによる
事前登録者は無料▷主催：東京ビッ
グサイト/問合せ先：RISCON TOKYO
事務局03-3503-7641（アテックス内）

◆ITpro EXPO 2017（同時開催：Security2017
／ IoT Japan2017 ／ FACTORY2017など）
会 期：2017年10月11日（水 ）～ 13日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：30▷
会場：東京ビッグサイト東4-6ホール
（東京都江東区有明3-11-1）▷入場登
録料：\3,000（消費税込、招待者・事
前登録者は無料）▷主催：日経BP社/
問合せ先：公式HP http://expo.nikk
eibp.co.jp/itpexpo/2017/

◆びわ湖環境ビジネスメッセ2017
会期：2017年10月18日（水）～ 20日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
（最終日は16:00まで）▷会場：長浜
バイオ大学ドーム（滋賀県長浜市田
村町1320）▷入場料：無料（事前登
録制）▷主催：びわ湖環境ビジネス

メッセ実行委員会/問合せ先：事務
局077-528-3793

◆第45回東京モーターショー 2017
会期：2017年10月27日（金）～ 11月5日

（日）▷開催時間（一般）：＜月～土曜日
（祝日含む）＞10：00 ～ 20：00 ／＜日
曜日＞10：00 ～ 18：00▷会場：東京
ビッグサイト（東京都江東区有明3-11-
1）▷入場料：一般￥1,800円など詳細
要確認▷主催：一般社団法人日本自動
車工業会（JAMA）/問合せ先：http://
www.tokyo-motorshow.com/

◆第6回ふくしま再生可能エネルギー産
業フェア2017（REIFふくしま2017）
会 期：2017年11月8日（水 ）・9日（木 ）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
ビッグパレットふくしま（福島県郡山
市南二丁目52番地）▷入場料：無料（登
録制）▷主催：公益財団法人福島県産
業振興センター /問合せ先：024-959-
1961（エネルギー・エージェンシーふ
くしま内）

◆Japan IT Week 秋 2017（第8回 クラウドコンピ
ューティングEXPO秋／第7回 情報セキュリテ
ィ EXPO秋／第7回 Web&デジタルマーケティ
ングEXPO 秋／第7回 モバイル活用展 秋 など）
会期：2017年11月8日（水）～ 10日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終
日のみ17：00終了）▷会場：幕張メッ

セ　4 ～ 7ホール（千葉県千葉市美浜
区中瀬2-1）▷入場料：無料＜事前登
録制＊招待券（無料）がない場合、入
場料\5,000 ／人＞▷主催：リード エ
グジビション ジャパン株式会社/問
合せ先：＜来場に関して＞03-6627-
4994＜出展に関して＞03-3349-8504

◆INCHEM TOKYO 2017
会期：2017年11月20日（月）～ 22日（水）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終
日は17：00まで）会場：東京ビッグサ
イト 東ホール（東京都江東区有明
3-11-1）▷入場料：¥3,000円（税込）※
招待状持参者・事前登録者ならびに
学生は無料▷主催：公益社団法人 化
学工学会／一般社団法人 日本能率協
会/問合せ先：K3 クリエーション（ヘ
ルプデスク委託先）03-6809-2707

●Innovation for Cool Earth Forum
（ICEF）2017
会期：2017年10月4日（水）・5日（木）
▷開催時間：初日9：15から／最終日
18：00まで▷ 会場：ホテル椿山荘東
京（東京都文京区関口2-10-8）▷入場
料：無料（事前登録制）▷主催：経済
産業省／新エネルギー・産業技術総
合開発機構/問合せ先：http://www.

icef-forum.org/jp/
●再生可能エネルギーワークショップ 

in 東北
会期：2017年10月24日（火）▷開催時
間：13：00 ～ 17：00（交流会17：30
～ 19：00）会場：マリオス（盛岡地
域交流センター） 会議室18F（岩手県
盛岡市盛岡駅西通2-9-1）▷参加費：
＜研究成果報告会＞無料（予約制）／
＜交流会＞¥5,000円▷主催：国立研
究開発法人 産業技術総合研究所 福
島再生可能エネルギー研究所（FREA）
/問合せ先：024-963-0813（FREA再エ
ネワークショップ事務局）

●ESSJ(Energy Storage Summit Japan
／エナジー・ストレージ・サミット・
ジャパン)2017
会期：2017年11月7日（火）・8日（水）▷
時間：＜7日＞13：00 ～ 20：00 ／＜8
日＞9：00 ～ 17：00▷会場：ベルサー
ル飯田橋ファースト（東京都文京区後楽
2-6-1住友不動産飯田橋ファーストタワ
ー B1）▷参加費：1日4万円／ 2日間6万
5,000円▷主催：メッセ・デュッセルド
ルフ・ジャパン（MDJ /問合せ先：03-
5210-9951（ESSJコーディネータ）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（10月～ 11月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会

写真1：「エコフューチャー・セッション」に参加した千葉大学の研究室メンバー

写真2：「シャンソンと平和の座談会」後の女性参加者と
ムンロ王子の記念写真

店
公
募
に
応

募
し
た
こ
と

が
あ
る
。
中

軽
井
沢
の
借

宿
と
い
う
地

区
に
寓
居
が

あ
り
、
秋
以

降
の
閑
散
期

の
軽
井
沢
と

東
京
（
首
都

圏
）
を
繋
ぐ

〝
情
報
発
着

オ
フ
ィ
ス
〟

が
必
要
で
は

な
い
か
と
考

え
た
か
ら
で

あ
っ
た
。

そ
の
提
案

は
、
ふ
つ
う
の
物
販
シ
ョ
ッ

プ
出
店
を
想
定
し
て
い
た
軽

井
沢
町
の
意
向
と
は
一
致
せ

ず
見
送
ら
れ
た
が
、
選
考
委

員
を
さ
れ
て
い
た
町
会
議
員

と
知
遇
を
得
て
、
く
つ
か
け

テ
ラ
ス
に
あ
る
「
多
目
的

室
」
を
会
場
と
し
て
「
エ
コ

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
を
、
千
葉
大
学
の
研
究

室
メ
ン
バ
ー
も
動
員
し
て
何

度
か
行
っ
た
。
＝
写
真
１

２
０
１
３
～
１
４
年
に
お

け
る
筆
者
が
代
表
の
（
一

社
）
洸
楓
座
の
活
動
で
あ
っ

た
。「
エ
コ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・

セ
ン
タ
ー
」
の
概
念
は
、
そ

の
理
念
を
活
か
し
、
２
０
１

５
年
か
ら
千
葉
県
で
の
（
一

社
）
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ
の
活

動
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。


